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表題 地域社会と大学の新しいパートナーシップ～2030松崎プロジェクトの挑戦～

別紙２

期待できる成果・評価 など

取組の様子 特色ある取組

参考ＵＲＬ

静岡大学では、松崎町、松崎町観光協会、伊豆半島ジオガイド協会との
パートナーシップに基づく「2030松崎プロジェクト」事業に取り組んでいる。
本事業は、バックキャストアプローチと対話に基づいて、地域住民や産業

界と大学が連携して、町の将来ビジョンの策定、2030年の到達目標（Goals）
の設定、並びに目標達成に向けた住民参画による取組を進めている。次世
代の願いを反映させるため、松崎中学・高校生を中心とした対話をもとに
「2030松崎ゴールs1.0」を作成した。これに基づき、現在８つのチームと２つ
のスタディグループで活動が進んでいる。
静岡大学の学生も活動に参加し、広報誌の作成やワークショップにおいて

松崎町の学生と対話を通じて意見を交わすなど、地域と大学の連携を深め
ている。

地域の課題解決に向けて、総合大学の知を結集した文理融合の研究領
域横断的なチーム「オール静岡」で構成し、多面的・包括的な解決アプロー
チを採用している。持続可能な社会とすべての人のウェルビーイング（幸
福）を目的に、多様なステークホルダーとの対話を進め、共創的なパート
ナーシップを確立し、未来社会をともにデザインする。

また、伊豆市に未来社会デザイン機構が運営する静岡大学東部サテライ
ト「三余塾」を設置し、人と人との出会い、学びと協働の場を提供・運営して
いる。

地域社会と対等な関係で理想やアイディア、責任とコストを共有し、学び合いながら協働を進
めることで、支援／利用／依存関係からパートナーシップを築き上げ、連携を深めることが期
待される。

また、大学における教育・研究・社会連携の諸活動を統合的に捉え、専門分野や部局の壁を
超えて、一人ひとりが持ち味を発揮できる分野横断的なチーム単位での持続可能な事業展開
を目指す。

・2030松崎プロジェクトＨＰ
https://sites.google.com/view/matsuzaki-
shizudai-top

2030松崎ゴールs1.0

松崎町の伝統的な「なまこ壁」の保全活動

古民家をミーティングルームとして活用

多様なメンバーの対話に基づくアプローチ
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